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第1位： 自分のやりたいことを 
しっかり見極めておく

第2位：自己分析をやっておく

第3位： 就職活動の準備を 
早い時期から始める

大学2年生対象 令和5（2023）年度の就職決定率！～就活ワンランクUP！～ チャレンジプログラム

夢を叶えるためのスタートラインに立つ準備
　私は就職活動に対して漠然とした不安を抱いていたため、将来の自分と真剣に向き合うきっかけを作りたいと考え
ていました。そこで、採用のリアルな現場で活躍するプロの講師が就職活動についてわかりやすく教えてくださること、
自身についてじっくり見つめ直すカリキュラムがあることに魅力を感じ、チャレンジプログラムへの参加を決意しました。
　プログラムの中で最も印象に残っていることは、「趣味や学業への取り組みからも強みを見出すことができる」とい
う先生の言葉です。これがきっかけとなり、「付け焼刃の経験」をアピールするのではなく、「過去の経験の中で自身
がどのように強みを発揮してきたのか」を見つけようという考え方に変わりました。プログラムに参加していなけれ
ば、この発想の転換は難しかったと思います。またプログラムで学んだ「就職活動は自分と相手を知り、握手をする」
という考え方は、就職活動中にも非常に大切にしていました。
　2年次に就職活動について向き合う時間を持てたことで、「ここで働きたい！」と思う企業から内定をいただくこと
ができました。夢を叶えるためのスタートラインに立つ準備ができたため、チャレンジプログラムに参加して本当に
良かったです。

チャレンジプログラムには「いらない知識がない」
　私がチャレンジプログラムに参加した理由は、ただ自分が心配性だからです。入学前から将来デザイナーとして
働きたいと思い、「就職活動は早めに動いておかないと」という不安からくるモチベーションでした。プログラム
に参加してみた印象としては、「いらない知識がない」これに尽きます。セミナーに参加すると、すでに知ってい
る知識ばかりを紹介されたり、自身のキャリアには関係のないことを提示されたりすることもあるかと思います
が、チャレンジプログラムに関しては一切ありませんでした。
　特に役立った経験としては、「ES対策」です。教えていただいた骨組みや、語彙の引き出し、自分が何気なく行っ
ていた小さな行動がエピソードになることなど、ESの全てをここで学びました。この対策がどれだけ良かったか
は私の就職活動の結果にも表れており、添削に持っていっても特段指摘されることはなく、ESが原因で落ちたと
感じる企業もありませんでした。私が周りの学生よりも比較的早く就活を終えることができ、就活自体に嫌悪感
を抱かずに走り切れたのはこのプログラムのおかげです。ぜひ就職活動の第一歩として、利用してみてください！

　年々早まる採用選考や、年々高まる人気優良企業の倍率を踏まえ、大学2年生の希望者を対
象とした就活特別プログラム「～就活ワンランクUP！～ チャレンジプログラム」。いざ就活を
スタートする際に安心感をもって挑めるよう、2年生という早い時期からゆっくり着実に準備
を進めていきます。自分の課題に向き合い、書類や面接で自分の良さを最大限アピールできる
力を磨くことにとどまらず、意欲のある学生たちが切磋琢磨しながら成長し、自分がイメージ
している就活のワンランクUPを目指します！ 

対象は大学2年生（全学科）の主に企業系就職希望者。詳細はキャリア支援課までお問合せください。

「十分納得」「まあまあ納得」を合わせると大学は約9割・短大も
約8割と自身の就職先に納得している結果に！

　卒業後も自身のキャリアを積んでいく上で、「自己分析」から
「自分が本当にやりたいこと」を知ることはとても大切です。
　本学では低学年からの手厚いキャリアサポートもあり、学生一
人ひとりが進路に向き合っているからこそ、高い就職率と合わせ、
納得した就職活動を行えていることが見えてきました！

※「卒業時アンケート」…令和5年度卒業生の就職活動状況調査より抜粋

※令和5年度 1,767名の学生が卒業　　　※就職決定率＝就職決定者／就職希望者（令和6年5月1日現在）

卒業生就職決定率

就職活動は「内定がゴール」ではありません。

チャレンジプログラム1期生（現：大学4年生）に聞いてみました！

＼スケジュールイメージ／

“ワンランク上”の
就活力を身につけたい！

“早期化する就活”に向けて
しっかりスタートを切りたい！

“自分に自信をつけて”
就活に臨みたい！

“キャリアについてもっと
広く深く”考えてみたい

就職先への納得度が高い

〜卒業時アンケートでみる卒業生の就職への思い〜

令和6年3月 令和6年3月

98.5% 99.3%
大学 短大

キャリア支援の
詳細はHPを

ご確認ください。

栄養学科 A.K.さん

食品メーカー
開発職 内定！

造形表現学科 S.H.さん

デザイナー職
内定！
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2年生

経験値UP&助走期間（チャレプロ）

インターン申し込み 通常選考 扌 内定

インターン

早期選考

3年生 4年生

申し込み
受付中！

夏インターシップにチャレンジ

申し込み受付中
START

就職先を選ぶ際に重視したこと 就職活動に必要だと思ったこと 後輩の就職活動に向けてアドバイス

仕事内容や専門性を活かせる就職先
を選ぶ上で、最終的な決め手は職場
環境や待遇面となる傾向に！！

自分を知ること（＝自己分析）、やりたい
ことを考えるヒントがキャリア支援課の
セミナーやインターンシップに！！

これからの自分を考えるタイミング
に“早すぎる”ことはありません。知
らない仕事は選択肢にはなりません。
まずは、知っている世界を広げてい
くことが大切に！！

キャリア支援キャリア支援
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　児童学科の学生が、板橋区の発行する観光ガイドブック「いたちょこブック〜公園編〜」の制作
に協力しました。このガイドブックは、賑わいや安心・温もりを地域にもたらすような持続可能な
観光資源をテーマとし、若い世代にも親しみやすい紙面づくりやSNSへの展開を行うため、板橋
区より児童学科に協力が依頼されました。「育児支援特別演習B（地域子育て支援の企画と運営）」
尾﨑司先生の授業の中で、学生は「いたばしのいいところをちょこっと知ってほしい」と、ガイド
ブックのタイトルを「いたちょこブック」と題して制作に着手しました。
　「たいけん」「いやし」「うんどう」などのカテゴリー別に区内の公園の魅力を紹介するとともに、
周辺の飲食店などの情報や、ベビーカー置き場やオムツ替え台の有無など子ども連れでの外出で気
になるポイントも掲載しています。また学生は紙面づくりのほか、オリジナルキャラクター「ITA 
CHOCO BROTHERS」の考案や、「いたちょこ」公式 Instagramアカウントにて、紙面で紹介し
きれなかった公園の情報に加え、学生が「いたちょこ探検隊」として、区内の公園やその周辺の魅
力発信も行っています。
　ガイドブックは板橋区役所やいたばし観光センター、区内11箇所の図書館などで配布されてい
るほか、板橋区公式ホームページからPDF版をダウンロード可能です。

　教育福祉学科 宮地孝宜先生のゼミ生は、月に1回、いたばし総合ボランティアセ
ンターにてコミュニティカフェ「こころカフェ」を運営しています。この取り組みは、
地域の活性化や交流促進などを目的として、学生自ら発案・企画し、昨年9月にスター
トしました。各世代に合ったコーナーを設置し、子どもや若者から高齢者まで、幅
広い年齢層の人々が気軽に立ち寄れる居場所を提供しています。
　取り組みの発端となったのは、同センターにおける社会教育実習後の学生からの
提案で、センターとの協働により、地域課題の解決や地域の活性化、地域交流の促進、
センターの活性化などに繋がる活動を始めたいというものでした。誰もが馴染みや
すい心温まる空間にしたいという思いから、名称は「こころカフェ」に決定。談笑が
できるコーナーやコマ回しなどの昔遊びができるコーナー、工作ができるコーナー
なども設置され、参加者が自由に活

動できる環境が整えられています。高齢者を対象としたスマートフォンの使い方
のミニ相談会も要望に応じて実施しています。
　現在、参加者は下校後の小学生、20代の若者、子育て中の親と幼児、高齢者、
地域の民生委員、障がい者など幅広い層からなり、居場所として定着しつつあり
ます。運営者である学生は準備や交流を行うとともに、各コーナーで参加者と積
極的にコミュニケーションを取っています。
　現代社会において、子どもや若者にとって、家庭と学校以外の第3の居場所

（サードプレイス）の必要性が指摘されています。しかし、それが確保されている
とはいえない状況にあり、その一方で、世代を超えた交流や地域での交流は減っ
ており、大学生や若者のボランティアへの参加も少ない状況にあります。そんな
中、「こころカフェ」の取り組みが、子どもや若者から高齢者までを含む地域の人々
に居場所を提供し、さらなる交流・活性化の契機となることを目指していきます。

◦�授業ではイベント企画のノウハウを学び、実際にフィールドワークをしながら、子育て
支援に役立つように考え、ベビーカー置き場やオムツ替えが出来る場所の有無を確認す
るなど、本学の学びを活かした視点でマップ作りを行いました。

◦�｢子育て支援｣をテーマとして、保育学生の視点や専門性を活かしたマップ作りをしたい
と思い取り組みました。私たちの作成した「いたちょこブック」が親子の元に届くこと
で子育てをしやすい街づくりや地域の活性化に繋がるきっかけになったら嬉しいです。

　宮地ゼミの学生有志が、今年1月からボランティア活動として、千葉市公
民館職員研修動画の作成を行い、千葉市生涯学習センターに寄贈しました。
その功績に対し、5月7日付けで同センターより感謝状が贈呈されました。

◦毎月第4金曜日 16：00〜18：00
◦無料
◦子どもから高齢者まで全世代が対象
◦東京都板橋区本町24-1
　いたばし総合ボランティアセンター

※今年5月より新たな試みとして、高校生以上を対象とした
　「わかもの時間こころカフェ」も開催中
　・毎月第2火曜日　18：00〜20：00

児童学科「育児支援特別演習B（地域子育て支援の企画と運営）」尾崎司先生教育福祉学科　宮地孝宜ゼミ「こころカフェ」

学生が板橋区のガイドブック「いたちょこブック〜公園編〜」の作成に協力
〜紙面づくりのほかSNSも活用して魅力を発信〜

学生がいたばし総合ボランティアセンターで「こころカフェ」を運営
〜地域住民が気軽に立ち寄ることができる居場所づくり〜

いたちょこブック
（板橋区HP）

Facebook
（宮地ゼミ）

いたばし総合
ボランティア
センター HP

Instagram
（こころカフェ）

Instagram
（宮地ゼミ）

Instagram YouTube 「いたちょこ探検隊」の活動風景

活動参加学生の感想

企画・運営する学生

カードゲームをして交流

高齢者との交流

宮地ゼミ： 千葉市生涯学習センターより 
感謝状が贈呈されました！

こころ
カフェ

学生が板橋区より取材されました！

社会活動社会活動
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ウィニペグで見たオーロラ

マニトバ大学のメインビルディング

友達の誕生パーティー ボランティアをした日本語学校で作っ
たかぶと

ウィニペグにあるカナダ人権博物館

クラスメイトとブライトンビー
チへサンセットを見に行った時

家の近くから撮ったサンセット クラスメイトとそのホストファ
ミリーが開いてくれたバーベ
キューパーティー

学校の近くにできた仮設遊園
地にクラスメイトとそのホスト
ファミリーと行った時

動物との距離が近いと話題の
ワイルドライフパーク動物園

　私は今、オーストラリアのアデレードに
語学留学中です。アデレードは東京のよう
な大都市ではなく、中心部に大学、職場、
買い物、学生の遊ぶ場所があり、その周り
に住宅街があります。アデレードは、車を
30分強走らせるとどこにでも行くことが
できる小さな町です。日本のsuicaの代わ
りにメトロカードを使って学校に通学して
いますが、そのカードはとても便利で、定
期のようなものを買ったら通学以外の通路
も無料で行き来することができます。
　授業は週5日間4時間授業で9時から13
時まで行われ、朝、授業がある時は7時に
起きて8時半に家を出て学校に行きます。
授業の終わりに大学のキャンパスで昼食を
取ったり、ショッピングをします。午後に
授業がある日は変わらず7時に起きて30
分ランニングしたり、無料の英会話レッス
ンを受けに行ったりしています。

　私が海外に行って気づいたことは、もっ
と自信を持っていいということ。もっと自
分のしたいこと思ったことを伝えていいと
いうこと。そして、日本食のおいしさです。
今までの自分は間違いが怖くて、間違えた
ら周りの人はどう思うだろうという不安を
抱えて、自分の意見を言えないでいました。
英語の授業の中ではたくさんプレゼンテー
ションがあり、みんなの前で間違いをする
機会も増えました。そんな中、私の周りの
人を見てみると間違えても「あ、そっか」
という感じで気にせず、さらに、自分が第
三者になって間違えた人を見ても「ナイス
トライ」と心の中で言っている自分に驚き
ました。英語を覚えるために間違いは良い
調味料みたいなものだと思いました。
　日本食には野菜本来の味を楽しむ素朴な
食べ物もあれば濃い味付けの食べ物も豊
富にあります。私のホストファミリーは味

付けの濃い食べ物が好きな傾向があり、ご
飯には味付けの濃い食べ物が多く出てきま
す。私も味付けの濃い食べ物が好きなので
問題はないですが、ふとした時に日本食の
素朴な味わいがする料理を食べたくなりま
す。アデレードでは日本食レストランに行
くと1人 5000円はかかってしまうほど高
いのに、それほどおいしくありません。そ
のため、調味料をスーパーマーケットで買
い足し、時々食事を作っています。海外で
はインドカレーとは違う日本のとろっとし
たカレーや、照り焼きチキン・唐揚げが人
気で、先日は照り焼きチキンをホストファ
ミリーに作ってあげて喜ばれました。
　気が付けば、もう留学期間の半分が過ぎ
ました。残りの時間も大切に過ごしていき
たいと思っています。

　私は現在、カナダのマニトバ州・ウィニペグ
市というところで英語を学んでいます。英語
の ク ラ ス は Reading・Writing・Listening・
Speaking の4つのセッションに分かれていて、
中国や韓国、チリ、フランス、ウクライナなど
さまざまな国の人と一緒に勉強しています。3
月に到着した時はまだ雪が降っていて寒かった
のですが、現在は暖かく過ごしやすい気候にな
りました。放課後は、クラスメイトと大学の図
書館で勉強したり、学校が提供しているアクティ
ビティやクラブ活動に参加したりしています。マ
ニトバ大学は日本語と英語の言語交流クラブが
あるので、日本の文化に興味がある学生と話す
ことができています。週末は市内を観光したり、
現地の日本語学校でボランティアもしています。
　留学前は、授業についていけるか、友達ができ
るかなど、不安なことが沢山ありました。しか
しグローバル教育センターの方や友人、家族な
どさまざまな方にサポートしてもらい、留学に
向けてしっかりと準備ができたからこそ、今の

充実した生活を送れているのだと思っています。
　カナダは自然が豊かな国なので、ウィニペグ
では運が良ければオーロラが見られる時もあり
ます。家や学校の周りには大きな公園が沢山あ
り、シカやウサギ、リスなど日本ではなかなか
見られないような動物にも遭遇することができ
ます。
　このような毎日を過ごしていると、日本との
違いがたくさん見つかります。例えば、ウィニペ
グにはとてもフレンドリーで親切な方が多いで
す。このことをホストマザーに話したら、「ウィ
ニペグの夏は30度、冬は−40度という厳しい
環境のため、昔から人々が助け合いながら暮ら
しているのが関係しているのではないか」と言わ
れました。こうした環境や歴史的な背景などに
基づく文化の違いは教科書などではなく、留学
でそこの人々と交流したからこそ学べたことだ
と思っています。残りの数カ月も一日一日を大
切に、1つでも多くのことを学べるように頑張り
たいと思っています。

アデレードでの生活

留学したからこそ学べるもの

管理栄養学科
3年 K.N.さんオーストラリア  アデレード大学春期語学研修

カナダ  マニトバ大学春期語学研修
カナダ

英語コミュニケーション学科
2年 S.K.さん

オーストラリア

　香港、中国、韓国、台湾、インドネシア出身の留学生
と在学生がさまざまなテーマについて語り合う異文化交
流会を行います。6月は「マイ・ルーティン〜今日どう
過ごす？〜」をテーマに学生同士で盛り上がりました！

　春期に実施する海外研修に関する募集説明会を実施
します。長期語学研修を始め、短期英語研修や児童・
栄養・服飾美術に関する専門研修について説明会を実
施する予定です。

　夏期に実施した海外研修の帰国報告会を実施します。
研修に参加した学生が研修での経験談や学びを発表し
ます。

　11月に本学留学生が講師となり、母国の料理を紹介
します。一緒に多国籍料理を調理してみましょう！今年
はアジア料理に挑戦予定です。

イベント情報

インターナショナルカフェ（6月・10月） 春期の研修説明会（10月）

帰国報告会（10月〜11月）国際料理教室（11月）

国際交流イベント 海外研修イベント

イベントの詳細は
Instagramを

ご覧ください！　

キャンパス内でできる！国際交流
どなたでも参加可能！！

海外研修　現地からの声

東京家政大学グローバル教育センター
板橋キャンパス16号館2階
開室時間：平　日　9時から17時
　　　　　土曜日　9時から12時
問 合 せ：03-3961-1861

グローバル教育センターグローバル教育センター
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Students　～下級生をサポートする上級生の活動～

　学生CRED は、“東京家政大学・東京家政大学短期大学部と、私た
ちの学生生活をよりよくすること” を目標として活動している学生有
志団体です。
　4月に開催された「新入生ウェルカム交流会」では、120名を超え
る多くの新入生が参加し、授業や履修登録、サークル活動、アルバイ
トなど、さまざまな情報を同じ学科の先輩たちから聞くことで、現状
の不安が解消され、今後の大学生活への期待が膨らみました。

　大学1年次必修科目「スタートアップセミナー自主自律※」では、1クラスに1名、新入生の学びを支える上級生のスチューデント・アシス
タント（SA）を採用しています。新入生にとって「初めて定期的に関わる東京家政大学の先輩」であり、授業や学生生活について相談しやす
い身近な存在です。

　毎年採用枠を超える応募があり、審査の結果選ばれた方にSAとして勤務してもらっています。来年度の新2・3・4年生（大学）対象の
SA募集については、11月頃に事前説明会を実施予定です。詳細はポータルなどでご連絡します。

大学1年次の必修科目で東京家政大学の建学の精神「自主自律」をテーマに全学生が学ぶ授業。板橋校舎は4学部
10学科、狭山校舎2学部3学科内でそれぞれ学科・専攻を混成しクラス編成をします。

※「スタートアップセミナー 自主自律」とは

学生CRED

スチューデント・アシスタント（SA）

大学HP

大学HP

X（旧：Twitter） Instagram

交流会 当日の様子

新入生ウェルカム交流会の準備

学生CREDで身についた考える力
　入学した当初は授業やレポート、履修登録などわからないことだらけで不安を抱えていました。そんな中、
友達と参加したのが学生CRED主催の新入生ウェルカム交流会でした。上級生の説明や質問タイムのおかげで
不安を解消することができたのと同時に、初めて学生CREDの存在を知りました。学生が主体となりイベント
を企画運営しているという説明を聞き、私が新入生ウェルカム交流会で不安を解消できたように、イベントを
通して学生生活が良くなるサポートをしたいと思いメンバーになることを決めました。
　3年間活動をしてきた中で、2年次での緑苑祭の活動が印象に残っています。前年度は展示だった企画を食
品販売に変えての参加でした。何を販売するか、値段や提出する書類など初めてのことばかりでした。私は主
に隔週の委員会への参加と事前準備、当日スタッフ、片付け等を担当しました。当日スタッフでは販売のため
の声掛けはもちろん、学生CREDの存在を知ってもらうための宣伝も行いました。人の流れを見て声掛けのタ
イミングや場所を考えなければなりません。また初めてということもありトラブルも多々ありましたが1日目
は午前中で売り切れるなど想像していたよりも多くの方に来ていただき、大きな達成感を感じました。
　活動していく中でチラシ、フォームの作り方やメールの送り方を学ぶことができたのに加え、どのようにし
たら学生が参加してくれるか、今学生はこのインベントに何を求めているのかなど考える力がついたことが大
きな学びでした。この活動で身についた力は社会に出ても必要になると思います。自分達が何を求められてい
るのか、どのようにしたら多くの人に知ってもらえるのかを考える場面において学生CREDで得た学び、経験
を役立てていきたいと思っています。

学生CRED活動でさらに主体的に行動したい
　私が学生CREDのメンバーになった理由は、高校生の頃に体育祭や文化祭の運営に関わっていて、大学で
もこのような活動を継続したいと思ったからです。
　学生CREDに入り、印象に残っている活動は、「新入生ウェルカム交流会」です。私が入学した時も開催
されており、参加しました。参加してみて、学生だけで全て運営しており、私が求めていた活動にプラスして、
主体的に行動したいと思いました。いざ運営する側になると、高校生の頃のように「この枠の中で行ってく
ださい」と指示されるように敷かれたレールの上を通っていくのではなく、1から作っていく必要がありまし
た。しかし、所属している団体の皆と意見を出し合い、協力しあって運営をしていくという楽しさもありな
がら、難しさも経験することができました。
　この経験から、今後社会に出た時に複数人で1つの目標に向かって作業する場合、まとめ役の方へ回り、
支えられる人になりたいと思いました。

SAは大学生活の中の挑戦のひとつ
　私のスタートアップセミナー自主自律のSAの先輩は、学業も
私生活も努力をされている方で、何となく自分からは遠い存在
だと感じていました。そのため、SAの先輩への憧れや刺激を
受けた部分は多くありますが、自分がSAになるのは難しいこ
とだと思っていました。しかし、親しくしていただいた先輩が
SAだったと知り、お話を伺った時に、SAは決して特別な人が
なっているのではなく、私と同じ学生がやっているのだと気づ
きました。このことがきっかけとなり、私の大学生活の中の挑
戦のひとつとして、家政大生だからこそできるSAに挑戦をし
ようと思いました。
　活動の中で印象に残っていることは、説明会や事前研修での、

「スタートアップセミナーを受ける学生が主体だ」という言葉で
す。答えを教えるのではなくヒントを与えることや、後輩をサ
ポートすることについて学びました。私は今まで先輩という立
場で後輩と関わった時に、相手が求めることに対して答えよう
と努めていました。スタートアップセミナーが始まる前は不安
な部分もありましたが、授業が始まり、1年生たちの活発な話し
合いや発表を見ていて、私が何かを言わなければという場面が
なく、1年生のエネルギーにも支えられていると感じています。
　私はSAの経験を通して視野を広げ、これからの大学生活や
社会人になってからに活かしていきたいと思います。たくさん
の人と関わることや、多様な価値観に触れる
ことのできるこの機会からさまざまなこと
を学び、これからの生活や社会に出てから
の人との関わりに活かしていきたいと思い
ます。

自分の経験を伝えられる人になりたい
　SAの活動が始まって1カ月が経ちましたが、毎回1年生の姿を
近くで見ていて、真剣に学ぶ姿からこちらも学ぶことが多いです。
　まず、なぜSAのメンバーになろうと思ったのか。これは、
私がスタートアップセミナー自主自律の授業を受けていた時の
SAさんの影響が一番大きいです。いつも学生の立場で物事を
考え、少しでも困っていればすぐに駆け付けて質問に答え、明
確な答えは与えずに考え方のヒントを与えるなど、学生が授業
に参加しやすい環境づくりを徹底してくれていました。そして、
自分の経験を踏まえた感想やアドバイスがあり、ためになるこ
とが多かったです。将来自分もこのような立場になって、自分
の経験を伝えられる人になりたいと思うようになりました。
　実際にSAになってみて、1年生からの質問に答えたり、自分
の経験を踏まえたアドバイスをしたりする機会が多くあり少し
大変ですが、感心してくれる姿にやりがいを感じる面もありま
す。また第5回の授業では、今までサポートする側だった自分
が中心となってプレゼンテーションを行うということで、少し
緊張しましたが1年生たちが真剣に聞いてくれる姿勢や、ため
になったというような感想を聞くことができて、達成感を感じ
られました。
　SAは自分の経験を人前で話す機会が多く、回を重ねるごと
に少しずつ自信をもって話すことができるようになっていきま
した。このような経験は就活時に自分をア
ピールする際に活かしていけるのではない
かと思っています。残りの授業も積極的に
先生、学生のサポートを行っていきたいです。

　授業内容について教員と打ち合わせを行いま
す。授業が始まる前には教室の環境の整備・そ
の日に使う教材を学修・教育開発センターから
教室まで運ぶことも重要な仕事です。

　全ての授業終了後に振り返りとして行われる
「SAと教員による合同意見交換会」を通じて、こ
の科目の授業運営や施策について意見を述べる
など、大学の授業改善へも貢献しています。

　グループワークのサポートや教材の配布などを行い
ながら、学生ならではの視点で新入生の様子を担当教
員に伝えるなど、新入生と担当教員をつなぐ役割も担っ
ています。また、SAの経験談をテーマにした40 分間
のプレゼンテーションを行います。

学生CREDに聞いてみました！�

SAに聞いてみました！�

服飾美術学科2年 Y.N.さん 英語コミュニケーション学科3年 H.I.さん

教育福祉学科
3年 R.K.さん

教育福祉学科
3年 S.A.さん

授業
前

授業
中

授業
後

 学修・教育開発センター（CRED） 学修・教育開発センター（CRED）
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ネパールでのボランティア活動 緑苑祭実行委員会活動で得たこと
　

私
は
、
大
学
生
活
で
緑
苑
祭
実
行
委
員
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

人
と
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
は
「
1
人
で
抱
え
込
み
す
ぎ
な
い
で
、人
に
相
談
す
る
こ
と
」

で
す
。

　

私
は
昔
か
ら
人
を
頼
る
の
が
苦
手
で
、
で
き
る
限
り
自
分
で

や
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
学
2
年
生
に
な
り
、
緑
苑
祭

　

私
が
学
生
生
活
で
大
事
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
経
験
を
豊
富

に
し
、
見
聞
を
広
げ
る
こ
と
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
積
む

こ
と
で
多
様
な
考
え
方
や
異
な
る
価
値
観
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
、
視
野
を
広
げ
選
択
肢
を
増
や
す
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
多
様
な
分
野
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
海
外
フ
ィ
ー

の
実
行
委
員
長
と
な
っ
た
時
、
勉
強
と
両
立
さ
せ
る
の
が
大
変

に
な
っ
て
し
ま
い
、
や
る
こ
と
を
抱
え
込
み
す
ぎ
て
い
ま
し
た
。

当
時
の
私
は
、「
な
ん
で
、
委
員
長
な
の
に
頼
ま
れ
た
こ
と
を

全
部
こ
な
せ
な
い
の
だ
ろ
う
」「
私
は
委
員
長
に
本
当
に
向
い

て
い
な
い
な
」
と
自
分
を
責
め
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。
し

か
し
、
あ
る
日
、
副
委
員
長
と
話
し
て
、「
仕
事
を
抱
え
す
ぎ

だ
よ
。
も
っ
と
人
を
頼
っ
て
い
い
ん
だ
よ
」
と
声
を
か
け
ら
れ

ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
、
思
い
も
し
な
い
言
葉
で
し
た
。
私
は
、

む
し
ろ
自
分
は
で
き
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
時

初
め
て
、
自
分
は
頑
張
り
す
ぎ
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
考
え
る
場
面
に
当
た
っ
た

時
は
、
自
分
で
答
え
を
見
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
実
行
委
員
全

体
に
聞
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。
結
果
的
に
、
自
分
は
で
き
る
範

囲
の
仕
事
を
抱
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
他
の
人
の

意
見
も
聞
く
こ
と
で
、
実
行
委
員
全
体
の
意
見
を
反
映
し
、
実

行
委
員
皆
の
緑
苑
祭
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

か
つ
て
の
私
は
、チ
ー
ム
と
は
上
の
人
が
し
っ
か
り
と
業
務
を

こ
な
し
、引
っ
張
っ
て
い
く
こ
と
し
か
想
像
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
、
積
極
的
に
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

 　

大
学
２
年
生
の
と
き
に
発
達
障
害
の
あ
る
子
の
サ
ッ
カ
ー

ス
ク
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
際
に
は
、
ド
リ
ブ
ル
練

習
の
と
き
に
私
が
練
習
を
促
す
声
掛
け
を
し
て
も
中
々
ボ
ー
ル

に
意
識
が
向
か
ず
に
練
習
で
き
な
い
子
が
い
ま
し
た
。
そ
の
と

き
私
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
か
分
か
ら
ず
、
今
ま

で
学
ん
だ
知
識
を
活
か
せ
な
い
ま
ま
声
掛
け
を
す
る
こ
と
し
か

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
子
が
ド
リ
ブ
ル
を
や
ら

な
い
理
由
と
し
て
、
他
の
対
象
が
気
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で

あ
る
こ
と
、
そ
の
た
め
マ
ッ
ト
を
使
っ
て
気
に
な
っ
て
し
ま
う

も
の
を
隠
し
て
視
覚
的
な
誘
惑
を
遮
断
し
、
ボ
ー
ル
に
意
識
が

向
く
様
に
工
夫
す
る
と
よ
い
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
実
践
し
た

と
こ
ろ
、
少
し
ず
つ
ボ
ー
ル
に
意
識
が
向
い
て
練
習
に
取
り
組

ん
で
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
学
ん
だ

こ
と
を
実
際
の
現
場
で
活
か
す
こ
と
の
難
し
さ
と
、
自
分
自
身

の
経
験
不
足
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
何
が
原
因
で
そ
の
行
動

を
行
う
こ
と
が
難
し
い
の
か
を
観
察
し
て
読
み
取
り
、
環
境
を

整
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　

「頼り、頼られる」
ことの重要性

色んな人に会ってみたい！
から生まれた私の挑戦

教育福祉学科3年
H.U.さん

リハビリテーション学科3年
E.S.さん

　

ま
た
、
以
前
か

ら
発
展
途
上
国
で

の
医
療
に
関
心
が

あ
り
、
一
度
自
分

の
目
で
見
て
現
状

を
知
り
た
い
と

思
っ
た
た
め
、
大

学
2
年
生
の
と
き

に
ネ
パ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加
し
ま
し
た
。
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
で
は
孤
児
院
や
現
地
の
日
本
語
学
校
へ
の
訪
問
、
特

別
支
援
学
校
・
モ
ノ
づ
く
り
工
房
の
見
学
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
特
別
支
援
学

校
に
訪
問
し
た
際
に
は
、
発
達
障
害
に
対
す
る
日
本
と
の
考
え

方
の
違
い
、
医
療
面
や
環
境
面
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
実
際

に
そ
こ
に
通
う
子
ど
も
と
交
流
し
、
現
地
の
方
に
現
状
を
教
え

て
も
ら
っ
た
こ
と
で
よ
り
リ
ア
ル
な
実
情
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
外
国
籍
の
患
者
さ
ん
と
関
わ
る
際

は
そ
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
宗
教
、
生
活
ス
タ
イ
ル
な
ど
の

違
い
を
念
頭
に
入
れ
て
、
柔
軟
に
支
援
方
法
を
変
え
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
実
際
に
足
を
運
び

現
地
の
人
と
関
わ
っ
た
こ
と
で
、
人
々
の
サ
ー
ビ
ス
精
神
が
旺

盛
で
生
活
は
貧
し
く
て
も
心
は
と
て
も
豊
か
で
温
か
い
こ
と
を

知
り
、発
展
途
上
国
に
対
す
る
印
象
が
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

　

挑
戦
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
世
界
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
と
同
時
に
多
く
の
失
敗
を
し
、
自
分
自
身
の
課
題
に
も
向
き

合
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
こ
で
の
失
敗
や
課
題
に

向
き
合
い
、
学
び
を
探
求
し
続
け
る
こ
と
で
日
々
成
長
し
て
い

き
た
い
で
す
。
そ
し
て
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
経
験
か
ら

得
た
知
識
、
技
術
を
も
と
に
作
業
療
法
士
と
し
て
対
象
者
の
方

が
望
む
生
活
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
尽
力
し
て
い

き
た
い
で
す
。

孤児院でのフィールドワーク
緑苑祭実行委員定例会の様子

し
か
し
、
実
際
に

実
行
委
員
長
と
し

て
活
動
し
て
、
自

分
1
人
で
こ
な
す

こ
と
で
は
な
く
、

周
り
を
頼
り
、
頼

ら
れ
る
こ
と
が
大

切
な
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

　

現
在
私
は
、「
心

理
分
野
」
と
「
福

祉
分
野
」
の
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
を
取
っ
て

お
り
、
社
会
福
祉

士
を
目
指
し
て
勉

強
し
て
い
ま
す
。

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、

座
学
と
は
違
い
学
生
同
士
で
発
表
資
料
を
作
成
す
る
た
め
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
自
分

1
人
が
頑
張
る
よ
り
、
周
り
の
意
見
を
聞
い
て
チ
ー
ム
で
作
り

上
げ
て
い
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
社
会
福
祉
実
習
」
と
「
心
理
実
習
」
が
始
ま
り
、色
々

な
職
場
に
い
き
ま
す
。
現
在
は
生
活
で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
、

分
野
に
区
切
る
こ
と
が
で
き
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
を
ま
た

が
っ
て
い
ま
す
。
特
に
福
祉
、
心
理
は
人
を
相
手
に
す
る
職
種

で
あ
る
た
め
、
そ
の
人
が
困
っ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
分
野
の
専
門
家
、
職
種
の
人
と
連
携
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
実
習
を
通
し
て
、
チ
ー
ム
で
大
切
に
し
て
い
る
こ

と
、
実
際
の
現
場
の
難
し
さ
に
つ
い
て
も
っ
と
学
ん
で
い
き
た

い
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
実
習
を
い
い
学
び
に
す
る
た
め
に
も
、

自
分
1
人
で
悩
む
の
で
は
な
く
ゼ
ミ
の
仲
間
や
先
生
に
相
談
し

て
、
よ
り
よ
い
学
び
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

緑苑祭実行委員集合写真

在学生紹介在学生紹介
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東京家政大学・東京家政大学短期大学部
2025入試 最新情報

今年度より新しい総合型選抜を導入
自主自律探究入試
探究学習の実績や意欲を重視

内容 内容

選抜方法 選抜方法

実施学科・科

板橋キャンパス オープンキャンパス

7/14日　8/4日　8/24土
12/15日

児童学部／栄養学部／家政学部／人文学部／短期大学部

7/13土　 8/3土
8/25日

狭山キャンパス オープンキャンパス
健康科学部／子ども支援学部

実施学科・科

知識・技能総合入試
学力試験の点数を重視

　スーパーでの販売をイメージした “海鮮を使った丼ぶり” レシピの開発を実
施しています。36名の学生から50レシピもの応募があり、書類選考を通過
した10名がマリンフーズ本社で試作、ブラッシュアップを経て、“推し海鮮
丼総選挙”に挑みます。7月にマリンフーズインスタグラム、Hulipカウンター
等で投票を実施するので、ぜひご参加ください。総選挙にエントリーした推
し海鮮丼は9月のマリンフーズ展示商談会でもお披露目予定です。

高等学校の探究学習と関連した、受験生の大学で学ぶ意欲
を最も評価する入試制度です｡ エントリーにはオープンキャ
ンパス等の特定プログラムの参加が必要な場合があります。

学力試験の点数と提出書類で選考を行います。２期は併願
制のため、出願後も他大学の受験が可能です。
※予約給付型奨学金の選考を兼ねた入試です。

• �書類審査（一部学科のみ） 
（課題設定シート（大学）､ 志望理由書（短大）､ 調査書）
• 対面審査

基礎学力試験（国語・数学・英語から選択または必須）※

書類審査（自己推薦書､ 調査書）
※造形表現学科の1期は実技（デッサン）も選択が可能です。

1期　9月15日（日）
大学：造形表現学科を除く全学科　　短大：全科　
2期　12月15日（日）
大学：造形表現学科・看護学科を除く全学科　　短大：全科

Program　
▶大学概要・入試説明
▶学科別プログラム（ワークショップなど）

▶個別相談
▶在学生によるキャンパスツアー
▶在学生とのコミュニケーション　　など

※オープンキャンパスなどイベントの日程・時間・内容は変更・中止の可能性があります。

1期　10月20日（日）　
大学：全学科　　短大：全科　
2期　11月17日（日）　
大学：全学科　　短大：全科

　今年で11年目を迎える昭和産業株式会社、昭和鶏卵株式会社との連携事業
「たまごのある暮らし レシピ開発教育プログラム」は、レシピ考案の枠を超え
た「食品業界、商品開発の体験」という「学びの場」へ成長しました。昨年度
学生が考案したたまごを使ったレシピは、昭和鶏卵株式会社の鶏卵商品 “た
まごのある暮らし” に貼付されて6月から店頭で順次販売中です。

　また、今年も新たにたまごを使ったオリジナルレシピを募集しました。峯
木眞知子先生、土屋京子先生に全面協力をいただきながら、7月の試作・ブラッ
シュアップ、9月の最終講評会へ向けて進行中です。

　5月18日(土)、卒業生のもあいかすみさんがアンバサダーを務めるビューティーメニューフェ
アの応援イベントに栄養学科・管理栄養学科の学生28名が参加しました。東武百貨店レストラ
ン街スパイス（12F）へお越しの方を対象に、センサーに手をかざすだけで推定野菜摂取量が測
れる「ベジチェック®」を体験していただき、栄養学を学ぶ学生が来場者115名に野菜の栄養や
効果的な摂り方について解説しました。

産学連携事業 ヒューマンライフ
支援センター

入試の詳細はHPより
ご確認ください。

6〜7月のラベル

説明会の様子（5月）

説明会の様子（5月）

NEW NEW

➡入試の流れ ➡入試の流れ

オープンキャンパスの
詳細はHPを

ご確認ください。

大学を見よう! 知ろう!

O p e n
C a m p u s
2024 事前申込み制

6〜7月販売：マルゲリータ風卵ご飯焼き、たっぷりしらすとネギのピザ風卵ご飯焼き

8〜9月販売：パリパリたまご餃子、オレンジのセミフレッド〜いちごソースがけ〜

販売店舗：�ベルク（千葉エリア）、スーパー三和（神奈川・東京エリア）、フーコット（埼玉

北部エリア）、さえき（茨城エリア）、サンドラッグ（東京・千葉・北関東エリア）、
くすりの福太郎（千葉エリア）など

マリンフーズ株式会社との連携「海鮮丼レシピ開発」

昭和産業グループとの連携「たまごのレシピ開発」

東武百貨店池袋本店との連携「栄養指導の疑似体験」

ヒューマンライフ支援センター入試情報
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〈開催日〉10月26日土・27日日〈開催日〉10月27日日

緑苑祭実行委員狭山緑苑祭実行委員

昨年度狭山緑苑祭の様子 新入生勧誘の様子昨年度緑苑祭当日の様子

X（旧：Twitter）

X（旧：Twitter）

Instagram

Instagram

X（旧：Twitter） Instagram

第64回 緑苑祭（板橋キャンパス）第11回 狭山緑苑祭（狭山キャンパス）

　緑苑祭実行委員会では10月26日（土）、27日（日）に開催
される緑苑祭を企画・運営しています。毎週木曜日に学科・
科・学年関係なく和気あいあいと楽しく活動中です！委員
全員で緑苑祭を盛り上げていきます。皆さんのご協力もよ
ろしくお願いします！

　委員会では10月27日（日）に開催される狭山緑苑祭を企
画・運営しています。ご来場いただいた皆さんに楽しんで
いただけるように、実行委員一同、気合いを入れて準備を
進めています。

　企画の紹介や実行委員の活動などを発信しています。ぜひSNSアカウント
のチェックとフォローをお願いします！
　また今年度も緑苑祭の運営サポートをしてくださるボランティアを募集しま
す。詳細は後日manabaやポスターで配信します。お友達との参加も大歓迎
です！皆さんの力が必要です。ご応募お待ちしています！

　狭山緑苑祭実行委員の活動などを SNS で発信しています。ぜひ SNS アカ
ウントのチェックとフォローをお願いします！当日、ボランティアとして活躍
してくださる方の参加もお待ちしています！

　りょっくんは東京家政大学板橋キャンパスの学生支援キャラクター兼緑苑祭の公式
キャラクターです。緑苑祭ではりょっくんのグッズやりょっくんと会える企画を準備し
ています！ぜひお越しください！りょっくんも待っています！

　かせいのモリタン、かせいのモリリンは、狭山キャンパスの
公式キャラクターです。狭山緑苑祭を始め、学校行事で多くの
方と交流し、キャンパスを盛り上げます。狭山緑苑祭でも皆さ
んにお会いできるのを楽しみにしています！

第64回緑苑祭のテーマは「花
はな

笑
え

み」です。「花笑み」は大和言葉であり、咲いた
花のように華やかな笑顔や人が微笑んでいる様子を表す言葉です。このテーマに
は、私たちの「緑苑祭を通して、訪れた皆さんの顔に華やかな表情が浮かび、学
内に笑顔があふれてほしい」という想いが込められています。

このテーマには「家政大生だけでなく、地域の方々も来場したく
なるような楽しさがいっぱいの狭山緑苑祭にしたい」という思い
が込められています。

★プロフィール★
【誕生日】11月16日
【性格】マイペース
【好きな食べ物】アップルパイ
【好きな色】緑
【特技】みんなを笑顔にすること、癒すこと
【使命】緑苑祭を盛り上げること

★プロフィール★
【性格】かせいのモリタン：元気　かせいのモリリン：やさしい
【好きな食べ物】�冷たい狭山茶、かせいの森に実るタラの芽、ふきのとう、

銀杏など
【モチーフ】狭山キャンパスにそびえるメタセコイアの木

【込められた思い】
空に向かって枝葉を伸ばしていくメタセコイアのように東京家政大学も
更なる発展を遂げたいという思いと、メタセコイアが見せる春夏秋冬の
色に人の一生を重ね合わせ、学生の今と未来と応援したいという思いが
込められています。

今年度の緑苑祭実行委員会が始動しました！
（委員会人数71人）

今年度の狭山緑苑祭実行委員のメンバーが
決定し、本格的に活動しています！（委員会人数36人）

かせいのモリタン・かせいのモリリン 学生支援キャラクター「りょっくん」

実行委員長からのメッセージ
　今年度の緑苑祭実行委員会委員長になりました、増田と申します。「花

はな

笑
え

み」というテーマに合う笑顔で溢れ
た華やかな緑苑祭づくりに励んでいきたいと思っています。今年度も楽しい企画をたくさん用意してお待ちし
ています！ぜひ緑苑祭にお越しください！ 管理栄養学科2年　増田 結奈

実行委員長からのメッセージ
　こんにちは。第11回狭山緑苑祭実行委員長の坂巻です。昨年度の第 10 回狭山緑苑祭にご来場いただいた皆さんに心より感謝申し上げま
す。さらに、開催にあたり、参加団体、学生ボランティア、大学関係者の方々など狭山緑苑祭にご尽力いただきました全ての方に心より感
謝申し上げます。
　今年度は昨年度よりパワーアップした狭山緑苑祭にするために実行委員一同、準備を進めています。ご来場いただいた方々はもちろんの
こと、参加団体の皆さんも楽しめる狭山緑苑祭にします。多くの方々のご来場をお待ちしています。 子ども支援学科2年　坂巻 希美

花笑み
はな え

はじけろ！
楽しさ無限大！

委員会紹介 委員会紹介

キャラクター紹介
キャラクター紹介

狭山緑苑祭
テーマ決定！

緑苑祭
テーマ決定！

SNSアカウント
SNSアカウント

活動をチェック！ 活動をチェック！

緑苑祭緑苑祭
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大学・短大後援会補助事業「朝ごはんプロジェクト」
　7月22日まで実施中！

女性未来研究所設立10周年記念講演会（第9回女性未来研究所シンポジウム）

造形表現学科　アートキャンプ2024

〈開催日〉2024年9月28日土・29日日
　毎年秋に造形表現学科主催で板橋キャンパス全体を使い、アートのイベントを開催し
ています。それがアートキャンプです。3年生が主体となり、美術作品の展示、誰でも
参加できるワークショップ、パフォーマンスなど2日間に渡り、繰り広げます。

　女性未来研究所は、平成26（2014）年4月に東京家政大学板橋キャンパスに設立され、設立10周年の記念講
演会（対面・オンライン）を開催いたします。当日、対面にてご参加の皆さまには、女性未来研究所初代所長の樋
口惠子先生が監修した「女性の150年年表」を配付いたします。ぜひ、ご参加ください。

　今年のテーマは《drama》に決まりました！コンセプトは「アートを通じて人と出逢い、繋がり、1つの物語を展開
する。日常の何気ない1コマがアートに。ここであなたが私たちを見つけてくれた事も劇的な一幕。今も《drama》
は繋がってゆく」です。他学科やサークルの皆さんとコラボレーションしたり、いろいろな形で繋がっていきたいと
思います。開催は2024年9月28日、29日の２日間です。お楽しみに！

　大学・短大後援会補助事業では、4月
22日〜7月22日の期間まで、「朝ごはん
プロジェクト」として「100円朝食」を実
施しています。ごはん・味噌汁・おかず

（肉 or 魚）・副菜（生卵 or 温泉卵 or 納豆）
の4品を基本に、8：00 〜 9：00の間
で、板橋キャンパスの学生を対象に毎日
100食限定で提供。栄養バランスの取れ
た「100円朝食」を食べて、早起き・朝食
の習慣を身につけ、勉強を頑張る学生を
応援しています！

昨年度のアートキャンプの様子

参加費無料

告知

お問い合わせ E-mail：josei-mirai@tokyo-kasei.ac.jp

詳細についてはコチラ➡
＊9月頃に案内告知を掲載予定です。

主催

日時

会場

定員

基調講演

司会進行

パネルディスカッション

東京家政大学女性未来研究所

平野 順子 （東京家政大学女性未来研究所所長／北区男女共同参画審議会副会長）

drama
今年のアートキャンプのテーマは

女性の150年年表

女性の150年年表
Webサイト➡

人生100年時代女性の未来と希望
～自分らしく輝く、私たちのこれから～

2024年10月12日土  14：00～16：10
対面：三木ホール　オンライン：Zoomウェビナー

やまだ加奈子氏 （東京都北区長）

内 海 千 津 子氏 （NPO法人子育てママ応援塾ほっこり〜の代表／株式会社ほっこりーのプラス代表取締役）

山 田 昌 弘氏 （中央大学教授／北区男女共同参画審議会委員）

やまだ加
か

奈
な

子
こ

氏 （東京都北区長）

対面：200名　　　 オンライン：300名

※盛付はイメージです

ニュース & トピックスニュース & トピックス
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ソフトテニス部  関東大会出場決定！

中学1年生 「5月の生活」

こんにちは、中高入試広報部です

入試イベント情報

東京家政大学附属 女子中学校・高等学校

　附属高等学校のソフトテニス部は、令和6（2024）年4
月末から5月上旬にかけて行われた「令和6年度関東個人
予選決勝大会・関東団体予選決勝大会」にて勝ち進み、関
東大会への出場権を得ました。

�個人戦    �関東大会へは東京都の個人予選決勝大会出場
498ペアから上位20ペアが進出

　本校からは、T・H組がベスト8へ進出、Y・M組が敗
者復活の代表決定戦に勝利し、計2組が関東大会への出場
が決定しました。

団体戦    �関東大会へは東京都の団体予選決勝大会出場86チームから上位4チームが出場
　本校は見事4位に入賞し、5月31日〜6月2日に群馬県前橋市で開催される関東大会へ駒を進めました。今大会の成績によ
り、インターハイ予選への出場も決定しました。

　関東大会、インターハイ予選に向けて、勇往邁進、全力を尽くします。高校ソフトテニス部にさらなるご声援を！！

　こんにちは、入試広報部です！この4月からの附属中高の
生徒募集活動についてお知らせします。附属中高では、令和7

（2025）年度に向けて学校改革を行い、広くアピールし広報活
動を展開しています。

①�東京家政大学・東京家政大学短期大学部への推薦枠が
大幅に拡大し、中高大連携教育がさらに進化します！

②�高校に国公立大受験にも対応したカリキュラムを導入し、 
新コース制をスタートします！

③生徒の希望を盛り込んだ制服のリニューアルを行います！

　具体的には、以下の内容を行います。
◦学校説明会に加えて、土曜日実施で授業見学可能な （中）ミニ学校説明会、（高）土曜見学会の開催
◦施設、設備のアピール、生徒や先生と触れ合える （中）オープンスクール、（高）部活動体験会の開催
◦入試本番に向けて、模擬問題の解答と解説の受講ができる（中）入試体験の開催
◦中学受験生とその保護者を対象としたスクールランチ体験の実施
◦全員体制での中学校訪問、塾訪問
◦東京都内、埼玉県内での合同相談会への参加、出展

　幼・中・高・大・短・大学院がワンキャンパスに集った施設一体の学園、資格取得や就職に強い東京家政大学の附属校をストロ
ングポイントとして、1人でも多くの受験生、入学者を迎えられるように活動を行います。ご理解ご協力を引き続きお願いします。
� （教頭 兼 入試広報部長　宮窪）

ミニ学校説明会
9月7日土、10月5日土、10月19日土
※�施設・授業見学、個別相談、スクールランチ体験（希望者・有料）も実施

※�スクールランチ試食会 
（希望者・有料）も実施

オープンスクール
第1回  7月27日土午前

第2回  7月27日土午後

第3回  8月25日日

学校説明会
第2回 9月21日土
第3回 10月12日土

中学校入試イベント

中高共通入試イベント

高等学校入試イベント

緑苑祭
10月26日土・27日日　10：00〜16：00
※入試相談室（個別相談）も開室

学校説明会
第1回  7月28日日
第2回  8月31日土
第3回  9月22日日

土曜見学会
9月7日土、10月12日土
※施設・授業見学、個別相談も実施

部活動体験会
第1回 8月 3日土
第2回 9月28日土
第3回 10月19日土

　中1学年では、集団行動をする上で大切な時間やルールを守
ることを学び、クラスや学年の親睦を深めることを目的とし
て、宿泊行事を行っています。5月12日（日）〜5月14日（火）
の3日間、千葉方面へ「5月の生活」に行きました。
　初日は渡邉辰五郎先生の生誕地である長南町にある「ちょう
なん西小」を訪れ、長南町が栄えた理由や本学のルーツとなっ
た辰五郎先生のお話を聞きました。その後、体育館でレクリエー
ションとしてドロケイや借り人競走、ドッヂビーを行いました。
　2日目は藍染めとわら細工を体験しました。午後は鴨川シー
ワールドへ移動し、さまざまな海の生物を見てまわりました。
名物のシャチのショーは雨の中でも大盛況で、多くの生徒が
見学をしました。宿へ戻った後は、夕食までの時間を利用し、

詳細・お申込みは
中高WEBサイトを
ご確認ください。

学校説明会の様子（中学校 賞雅校長）

わら細工体験

飯ごう炊さん

各先生方が担当教科にまつわる問題を出題し、スタンプラリー
形式のクイズを行いました。全問正解を目指し、あきらめず
にクイズに取り組む生徒が多く、とても頼もしく思えました。
　最終日はマザー牧場で飯ごう炊さんを行い、カレーを作り
ました。どの班もご飯を焦がしたり、カレーを失敗したりす
ることなく、美味しいカレーを作ることができました。食後
には、園内を散策する時間もあり、ネモフィラ畑を見てまわっ
たり、ひつじややぎも見学しました。中でも、こぶたレース
は大盛り上がりでした。
　この3日間という限られた時間の中で、さまざまなことを経
験し、その経験から多くのことを学んでくれたことと思いま
す。生徒一人ひとりにとってかけがえのない思い出として記
憶に残る旅となりました。

附属女子中学校・高等学校附属女子中学校・高等学校
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地域貢献施設紹介
　緑に囲まれて落ち着いた雰囲気の東京家政大学には、附属幼稚園や子育て支援施設が複数あります。キャンパス
内で地域に住む親と子どもたちの姿をよく見かけるのも本学の特徴です。子育て世代を身近に感じ、子どもと接す
る機会が多い環境は、学生たちの刺激にもなっています。

森のサロン  板橋区地域子育て支援拠点事業 1号館2階かせい森のクリニック 3号館2階

かせい森の放課後等デイサービス  つくし セミナー棟横

児童発達支援事業所  わかくさ 120周年記念館5階

　森のサロンは板橋区地域子育て支援拠点事業の委託を受けて、
ヒューマンライフ支援センターが運営する子育てひろばです。
　0〜3歳のお子さんを持つご家庭を対象に、月〜金曜日の週5日、
10：00〜16：00（12：00〜13：00 close）の間、『あそびのひろ
ば』を開催しています。ひろばの中では、子育て相談や子育て情報
の提供、子育てに関するイベントや講座の実施と共に、大学の豊
かな環境を活かしながら、ミニ菜園や草花あそびなど、自然や食
につながる体験やあそびも取り入れています。
　その他にも、月に1回、主に土曜日に実施している『森のアトリエ』
では草花あそび、クラフト、造形、ワークショップなど、季節ごとに
さまざまなテーマであそびの提案をしています。こちらは2、3歳の
親子10〜15組を対象に申込制で行っており、家族で参加できます。

　平成26（2014）年10月に緑豊かな狭山キャンパス内に開設し、小児・アレルギー科と小児神
経内科（発達障がい）の2科体制で始まり、令和元（2019）年に産後ケアサロンと内科・循環器内
科を併設、さらに令和2（2020）年に訪問看護部門を併設し、現在に至っています。クリニック
での診療・産後ケア部門・訪問看護部門いずれも、近隣自治体等との連携など地域医療への貢献
だけでなく、見学実習など学生教育の場として学修を深める貴重な機会となっています。

　平成28（2016）年4月狭山キャンパス内に、全国でも数少ない大学の附置機関として設置されま
した。狭山キャンパス内にある「かせい森のクリニック」の小児神経内科と連携し、手厚いサポート
体制を整えています。ここでは、軽度発達障がいの児童を対象に好きなこと、得意な活動に参加し、
たくさん褒めることによって、自己肯定感を高めることを自立の中核において活動しています。
　指導者は、小学校等で長年に渡り教職に就いていた元教員が務めています。施設での活動は、運動、
音楽、絵画造形から好きなコースを児童が自ら選び、指導者がその活動を見守り褒めるという、き
わめてシンプルなものです。昨年度の狭山緑苑祭では、音楽や絵画造形を選択する子どもたちが発
表を行うことができました。子どもたちは日頃の活動の成果を発揮でき、大きな自信となりました。
　つくしは、学生の学びの場でもあります。ここで行われている活動に触れ、学ぶことは、将来、
特別支援教育や保育等の現場に出た時の大きな力になると考え、ボランティアや実習などを積極的
に受け入れています。

Ⅰ. クリニック　� 診療時間：月・火 午後のみ　※科により曜日・時間が異なります。　

小児・アレルギー科：丁寧な説明を主とし、食物アレルギー負荷試験等を行っています。
小児・神経内科：�昨今話題の「気になる子（神経発達症群）」の相談外来を行ない、教育センターや保健所、学校、保育施設

等からの紹介、さらには関東地方全域からの受診があります。
内科・循環器内科：�循環器疾患を中心に腎臓疾患や糖尿病等の診療および職員・学生の健診後の精査等で健康管理の役割を

担っています。

Ⅱ. 産後ケア部門（かせい森の産後ケアサロン）　　　営業時間：月・火 9：00〜12：30 ／ 水〜金 9：00〜16：30
　産後の母親の身体的回復と心理的な安定を図り、健やかにその人らしく育児ができるよう、産後ケア事業に取り組んで
います。ベテラン助産師と母性看護学・助産学担当教員が育児や母子の健康の相談に応じ、アドバイスや健診、ケアを実
施しています。木々に囲まれた休憩室ではゆっくり休むことができます。また看護学生の実習施設でもあり、看護教育評
価では社会貢献と教育の両立について高い評価を得ています。

Ⅲ. 訪問看護部門　　　　　　　　　　　　　　　　　営業時間：平日 9：30〜16：30
　地域の療養生活支援として、介護・医療保険の制約にとらわれずに在宅ケアサービスを提供できる希少な自費訪問看護
部門として、利用者の方々のニーズに合わせて訪問看護を行っています。サービスを通じて地域との連携や交流、学生教
育や研究の場となれることをめざしています。

　発達が気になるお子さんが、幼稚園や保育園と併用しながら
通室し、療育を行う施設が東京家政大学内にあります。昭和41

（1966）年に児童学科の跡見一子教授が学生を募り、「わかくさグ
ループ」として、集団治療室で障がい児の保育を開始したのがわか
くさの始まりで57年という長い歴史があります。令和2（2020）
年7月に東京都から認可を受け、「児童発達支援事業所わかくさ」
として新たにスタートしました。
　わかくさの特徴は、年長児まで保護者と一緒に療育を行い、さ
まざまな遊びを提供し、経験を広げていきながら持っている力を
引き出し、大人も子どもも共に育ちあう場所となっています。
　わかくさのモットーは「楽しもう！！」です。自ら活動に取り組

板橋狭山

狭山

板橋

　大学独自の事業としては、月に1回、水曜の午後にリフレッシュ
保育（預り保育）を行っており、大変好評です。また学生ボランティ
アの募集や、卒業研究における調査、モニタリング等の協力も学
科を問わず受け入れています。
　さらに学生がおもちゃの制作や環境設定、アートワークショッ
プを企画・実施し、報告冊子を作成する「学生がつくるサロンプロ
ジェクト」は今年で10年目を迎えます。親子とのふれあいを通し
て、子育ての“今”を知り、生きた学びが得られることも森のサロ
ンの特色のひとつです。興味のある方はぜひ、森のサロンまでお
問合せください。

み楽しむことで、その活動が大好きになり、何
回もやりたくなり、繰り返すことで力となって
いきます。そんな、子どもたちが大好きになる
ような楽しい活動をたくさん提供していきたい
と思っています。
　また、大学内に児童発達支援事業所があるの
は関東地方でも東京家政大学のみです。ここで行われている一人
ひとりに合わせた療育（保育）に触れ学ぶことは、子どもについて
学んでいる学科の学生が、将来、現場に出た時、大きな力となる
と考えています。見学やボランティアなどを積極的に受け入れてい
ます。

あそびのひろば 草花あそび

学生と児童の関わり

つくしHP

森のサロンHP

わかくさHP

学生による読み聞かせ

健康保育見学実習

リハビリテーション学科実習
脳に刺激を与える「タオルぶらんこ」は，子ども達が大好きな遊び。

子どもの反応を直にみることができ、児童発達支援の実際を体験できる。

夏まつりでの一コマ
児童学科の学生がボランティアでたこ焼き屋さんを担当。

療育の一コマを覗く貴重な体験ができる。

【 子ども支援学部の学生の声 】
◦�この施設は、褒めることに重きを置いており、児童一人ひとりの能力
を引き出す積極的な姿勢に施設の明るい印象を持ちました。

◦�幼稚園教諭をしている母が、発達障がいのある子どもに対応できる人
が少なくなっていると言っていました。大学生のうちから発達障がい
児と関わる機会があることは、今後大いに役立つと思いました。

音楽サークルと児童の合同発表

地域貢献施設 地域貢献施設
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栄養学科　服部 浩子� 担当科目：栄養士実習、総合栄養学演習Ⅰ・Ⅱリハビリテーション学科　田中 繁治� 担当科目：医療英会話、看護・医学英語、コミュニケーション論、基礎理学療法学演習、等

心理カウンセリング学科　温泉 美雪� 担当科目：発達臨床心理学、障害者・障害児心理学、心理アセスメント実習、他

子ども支援学科　福水 道郎�

栄養科　渡邉 和寿� 担当科目：生化学実験、基礎栄養学、解剖生理学実験、栄養生理学実験

《教育への抱負》
　食のプロフェッショナルとして、社会貢献できる人材を育成したいと考えています。

《こんなことを教えたい》
　自分自身の実務経験や発展途上国（イエメン共和国・グアテマラ共和国）での駐在生活経験をもとに、管理
栄養士・栄養士という専門職について伝授して、興味関心を持って積極的に学ぶ姿勢を引き出します。学生
自らの健康づくりならびにウェルビーイングを一緒に考えていきたいです。学外での実習が実り多いものと
なるようサポートし、個性豊かで人に寄り添えるプロフェッショナル養成を目指します。

《教育への抱負》
　理学療法士は知識・技術がしっかりとしていることはもちろんですが、ヒトの「痛み」を理解できる心の優
しさが大切です。他者の心を慮ることのできるセラピストの育成を目指します。そして、リハビリテーショ
ン学科から世界に羽ばたく人を応援します。

《こんなことを教えたい》
　作業療法士や理学療法士として社会で活躍できる心根の優しい女性セラピストの育成に貢献したいと思い
ます。また、これからの時代はグローバル化が必須の時代となります。言語だけではなく、グローバルマイ
ンドの育成にも力を入れ、世界における健康問題について伝えていきたいと思います。そして、それぞれの
学生が個性を発揮しながら、セラピストとして、どのようにしてその健康問題に貢献できるかを一緒に考え
ていきたいと思っています。

《教育への抱負》
　学生の皆さんには世の中にある社会的課題に眼を向け、「自分にできることは何か」を問う姿勢を養ってい
ただきたいと思っています。

《こんなことを教えたい》
　私は認知行動療法を専門とし、発達特性のある方が自分らしく満ち足りた生活を送るための支援を提供し
ています。教育者としては学生の方々に対して、神経発達症だけでなく不安症など支援を必要としている人
がどのような困難に直面しているのかを実感し、地域ぐるみでそれを解消する方法を考えていただきたいと
思っています。心理職としての理論と実践力を、そして地域をエンパワーする発想力を養うことを後押しし
ていきたいと願っています。

《教育への抱負》
　ヒトのカラダを深く知り、子どもの病気や障がい・医療に関する知識を十分理解し、健康を育む上で何が
必要なのかを考えて行動し、医療的ケアも安心して実践できる保育者・教育者の育成を目指していきたいで
す。多様性のある子ども達の育成を支援する喜びを得られるよう、ともに歩みたいと思います。

《こんなことを教えたい》
　保育・教育において健康・医療に関わる専門的知識を求められる機会が多くなっています。医療保育専門
士とその関連職種、特別支援学校教諭は保育・教育に重要な知識である成長・発達・障がい・病気に伴う精
神的・身体的負担を緩和し、子どもが安心して前向きに過ごせるような支援を先頭に立って行うことができ
ます。専門保育・特別支援教育だけでなくどの領域に進んでも、学生が柔軟に対応できるよう現役小児科医
として自分の持てる全てを教えていきたいです。

《教育への抱負》
　栄養と体の仕組みについて興味を持ってもらえるよう教育に取り組みたいと思います。

《こんなことを教えたい》
　私は大学、大学院、海外留学、そして就職と、さまざまな地域やさまざまな人々との出会いを通じて、地
域の特性や人々の多様性を感じ取り、楽しみながら生活してきました。これらの経験を通じて得た知識や洞
察を共有し、皆さんの活動に活かしていただき、キャリアアップに役立てていただければ嬉しく思います。
あらゆる面から刺激を受け、知識を深め、情熱を燃やせる人の成長を支援したいです。

教育福祉学科　栁沢 志津子� 担当科目：ソーシャルワークの基盤と専門職（専門）、社会調査実習、社会福祉演習（ゼミ）、他

《教育への抱負》
　社会福祉の学びを通して探究心を養う場にしたいと思います。

《こんなことを教えたい》
　社会福祉実践は、時代や社会情勢にあわせて変化が要請されます。しかし一方で、人権尊重や社会的包摂
など、どの時代、どの社会でも共通した普遍的な基本理念も重要な視点です。目の前にある具体的な事象だ
けでなく、その根本にある本質的な課題やその構造を理解できる力を養いたいと思います。

栄養学部健康科学部

人文学部

子ども支援学部

短期大学部

令和6（2024）年度　東京家政大学・ 東京家政大学短期大学部　新任教員紹介

担当科目：�健康保育、特別支援教育、神経科学、知的・肢体不自由・病弱・聴覚・
視覚各障害児の心理・生理・病理、人体の構造と機能

キ
ャ
ン
パ
ス
の
四
季

狭山キャンパス 板橋キャンパス

教員紹介教員紹介
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日
本
経
済
新
聞
の
初
代
米
州
編
集
総
局
長
在
任
中
の

昭
和
62（
１
９
８
７
）年
か
ら
２
年
間
、
わ
が
国
は
バ
ブ

ル
景
気
の
最
中
、
円
相
場
も
一
ド
ル
＝
１
４
５
円
前
後

の
円
高
と
あ
っ
て
、
日
本
人
の
来
客
は
厳
冬
の
期
間
を

除
き
週
１
〜
２
名
。
私
は
全
訪
問
客
に
丁
寧
に
対
応
し

た
が
、
長
年
親
し
く
し
て
い
る
人
物
と
の
会
合
は
楽
し

い
時
間
だ
っ
た
。

　

晴
れ
た
５
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
入
り
し
た
の
は
妻
孝

子（
こ
う
こ
）の
い
と
こ
で
、
有
力
広
告
会
社
第
一
企
画

（
現
ア
サ
ツ
ー
Ｄ
Ｋ
）の
境
直
哉
社
長
、
由
紀
子
夫
妻
。

提
携
先
の
米
広
告
会
社
Ｄ
Ｄ
Ｂ
の
バ
ン
バ
ッ
ク
会
長
と

の
商
談
が
主
目
的
だ
っ
た
。
事
前
の
電
話
で
日
曜
日
の

昼
か
ら
夜
ま
で
付
き
合
っ
て
欲
し
い
と
い
う
の
で
Ｏ
Ｋ

し
た
。
当
日
昼
過
ぎ
私
の
愛
車
Ａ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
で
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
ホ
テ
ル
で
境
夫
妻
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
紙
が
「
ワ
ー
ル
ド
・
ロ
ン
ゲ
ス
ト
・

パ
ー
キ
ン
グ
プ
レ
イ
ス
」
と
悪
評
し
た
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ

ン
ド
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
ウ
ェ
イ
は
日
曜
午
後
と
あ
っ
て

ス
イ
ス
イ
。
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
の
ボ
ー
ト
・
ヨ
ッ
ト

専
用
の
港
に
到
着
。

　

バ
ン
バ
ッ
ク
会
長
の
運
転
す
る
大
型
ボ
ー
ト
で
ハ
ン

バ
ー
グ
と
コ
ー
ラ
の
昼
食
を
と
り
な
が
ら
ロ
ン
グ
ア
イ

ラ
ン
ド
の
美
し
い
緑
、
立
派
な
別
荘
群
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
遠
景
な
ど
さ
わ
や
か
な
３
時
間
だ
っ
た
。
夕
暮
れ

が
迫
る
中
、境
社
長
か
ら
菅
谷
さ
ん
の
車
を
港
に
置
き
、

バ
ン
バ
ッ
ク
会
長
の
キ
ャ
デ
ラ
ッ
ク
で
彼
が
会
員
の
カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
夕
食
を
と
言
わ
れ
付
き
合
っ
た
。

　

会
食
は
終
始
仕
事
の
話
。
境
社
長
は
日
本
で
の
米
企

業
の
広
告
出
稿
を
増
や
せ
、
Ｄ
Ｄ
Ｂ
会
長
は
努
力
し
て

い
る
が
簡
単
で
は
な
い
、
境
社
長
は
な
ぜ
か
と
問
い
、

Ｄ
Ｄ
Ｂ
会
長
が
理
由
説
明
す
る
こ
と
の
繰
り
返
し
。
英

語
が
得
意
で
な
い
境
社
長
に
代
わ
っ
て
私
が
通
訳
を
務

め
た
。
終
了
後
境
社
長
か
ら
「
菅
谷
さ
ん
の
英
会
話
は

完
璧
だ
」
と
褒
め
ら
れ
、
出
さ
れ
た
ワ
イ
ン
や
ス
テ
ー

キ
デ
ィ
ナ
ー
の
フ
ル
コ
ー
ス
を
間
断
な
く
通
訳
を
務
め

な
が
ら
完
食
し
た
こ
と
を
「
菅
谷
さ
ん
は
す
ご
い
」
と

由
紀
子
夫
人
に
驚
か
れ
た
。
境
さ
ん
は
翌
年
早
々
に
も

ロ
ッ
テ
の
重
光
武
雄
社
長
と
共
に
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
入

り
、
３
人
で
朝
鮮
焼
肉
屋
で
懇
談
し
た
。

　

明
治
生
命
保
険
の
役
員
だ
っ
た
一
郎
氏
の
長
男
、
境

社
長
は
東
京
文
化
学
院
卒
、
学
生
時
代
は
「
遊
ん
で
ば

か
り
」
と
私
に
話
し
た
が
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の

敗
戦
間
も
な
い
昭
和
24（
１
９
４
９
）年
、
友
人
の
堀
田

三
郎
氏
と
広
告
会
社
国
際
企
画
を
設
立
、
昭
和
36

（
１
９
６
１
）年
第
一
企
画（
現
ア
サ
ツ
ー
Ｄ
Ｋ
）に
社
名

変
更
。
昭
和
29（
１
９
５
４
）年
か
ら
始
ま
っ
た
日
本
経

済
の
高
度
成
長
期
に
乗
り
、
三
菱
グ
ル
ー
プ
や
西
武
流

通
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
有
力
企
業
の
広
告
を
持
ち
前
の
粘

り
強
さ
と
セ
ン
ス
の
良
さ
で
増
や
し
続
け
た
。
三
菱
自

動
車
「
ミ
ラ
ー
ジ
ュ
」
の
え
り
ま
き
と
か
げ
、
パ
イ
ポ

の
「
私
は
こ
れ
で
煙
草
を
辞
め
ま
し
た
」
な
ど
話
題
の

Ｃ
Ｍ
を
次
々
と
生
み
出
し
た
。

　

境
さ
ん
と
親
し
く
な
っ
た
の
は
私
と
孝
子
の
工
業
倶

楽
部
で
の
結
婚
披
露
宴
を
岳
父
、
田
実
渉（
当
時
三
菱

銀
行
副
頭
取
）の
要
請
で
取
り
仕
切
り
、
何
度
か
打
ち

合
わ
せ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
後
私
の
日
本
経
済
新

聞
記
者
時
代
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
特
派
員
帰
国
後
の
編

集
局
産
業
部
次
長
、
同
部
長
ま
で
「
菅
谷
さ
ん
を
一
企

の
後
継
社
長
に
」
と
口
説
き
続
け
た
。
赤
坂
、
浅
草
、

神
楽
坂
の
一
流
料
亭
で
最
初
の
５
〜
７
分
、
人
払
い
し

て
私
を
説
得
。
私
は
「
新
聞
記
者
や
マ
ス
コ
ミ
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
日
本
の
健
全
な
発
展
に
貢
献
す
る
」
と
断

り
続
け
た
。話
が
終
わ
る
と
ギ
タ
ー
の
演
奏
者
を
呼
び
、

飲
食
し
な
が
ら
交
互
に
15
〜
20
曲
歌
っ
て
お
開
き
の
パ

タ
ー
ン
。
あ
る
時
境
さ
ん
の
長
男
で
成
蹊
大
学
を
卒
業

後
ボ
ス
ト
ン
の
バ
ブ
ソ
ン
大
学
院
で
Ｍ
Ｂ
Ａ（
修
士
）

を
取
っ
た
芳
郎
君
が
第
一
企
画
に
入
社
し
て
い
る
の
で

は
と
話
す
と
、「
菅
谷
さ
ん
が
一
企
に
来
て
指
導
し
て

く
れ
る
結
果
次
第
」
と
の
返
事
だ
っ
た
。

　

私
が
日
経
常
務
取
締
役
名
古
屋
代
表
に
就
任
し
た
平

成
５（
１
９
９
３
）年
３
月
の
数
カ
月
前
ま
で
時
に
は
共

通
の
友
人
、
山
﨑
達
光
ヱ
ス
ビ
ー
食
品
社
長
ら
を
携
え

会
合
を
持
っ
た
が
、
名
古
屋
へ
の
赴
任
直
前
、
境
さ
ん

が
ガ
ン
治
療
で
極
秘
入
院
し
て
い
た
国
立
ガ
ン
セ
ン

タ
ー
を
訪
ね
た
。
常
務
の
名
刺
第
１
号
を
手
渡
し
、
喜

ん
で
も
ら
っ
た
が
程
な
く
亡
く
な
っ
た
。

四
谷
イ
グ
ナ
チ
オ
教
会
で
の
通
夜
、
告
別

式
に
境
さ
ん
の
遺
言
で
私
と
家
内
が
親
族

代
表
を
務
め
た
。

　

日
経
産
業
部
長
時
代
に
知
り
合
っ
た
ス

ポ
ー
ツ
用
品
メ
ー
カ
ー
、
ミ
ズ
ノ
の
水
野

正
人
副
社
長（
翌
年
社
長
）の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
入
り
は
昭
和
62（
１
９
８
７
）年
７
月
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
鑑
賞
を
希
望
さ
れ
た
が

「
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
」「
キ
ャ
ッ
ツ
」
な
ど

全
て
超
満
員
。
私
の
秘
書
が
苦
労
し
て
確

保
し
た
の
は
高
級
住
宅
街
マ
デ
ィ
ソ
ン
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー

に
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
１
〜
３
階
を
使
っ
て
、
客
が
案

内
人
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
い
、
各
階
の
舞
台
で
俳
優
が

演
じ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
演
劇
。
３
階
で
水
野
氏
が
い
な
い

こ
と
に
気
付
き
２
階
に
降
り
る
と
壁
側
の
椅
子
で
眠
っ

て
い
る
水
野
氏
を
発
見
。
旅
の
疲
れ
と
時
差
の
影
響
と

判
断
、
翌
日
の
ヤ
ン
キ
ー
ス
ス
タ
ジ
ア
ム
行
き
を
約
束

し
、
地
下
鉄
で
ホ
テ
ル
に
送
り
届
け
た
。

　

ス
タ
ジ
ア
ム
の
あ
る
ブ
ロ
ン
ク
ス
地
区
は
必
ず
し
も

安
全
で
な
く
、
駐
車
場
も
混
ん
で
い
る
と
判
断
、
タ
ク

シ
ー
で
向
か
っ
た
。
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
裏
の
い
い
席
だ
っ

た
が
、
試
合
が
凡
戦
、
猛
暑
下
で
も
あ
り
、
水
野
さ
ん

は
「
ミ
ズ
ノ
は
野
球
用
品
を
大
量
に
ヤ
ン
キ
ー
ス
に
納

め
て
い
る
の
で
「
特
別
室
」
に
入
れ
る
か
ら
軽
食
で
も
」

と
同
行
す
る
と
、
水
野
氏
が
ス
ニ
ー
カ
ー
を
履
い
て
い

た
た
め
入
場
を
断
ら
れ
た
。
水
野
氏
は
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ

ン
州
の
カ
ー
セ
ー
ジ
大
学
理
学
部
卒
。
得
意
の
英
語
力

で
ま
く
し
た
て
た
が
Ｎ
Ｏ
。「
明
日
も
お
互
い
朝
か
ら

仕
事
な
の
で
帰
り
ま
し
ょ
う
」
と
地
下
鉄
で
ホ
テ
ル
に

送
り
届
け
た
。

　

水
野
氏
は
そ
の
後
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
委
員
会
副
理
事
長
に
就
任
、
平

成
23（
２
０
１
１
）年
Ｉ
Ｏ
Ｃ（
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委

員
会
）総
会
で
、
日
本
代
表
と
し
て
東
京
誘
致
の
プ
レ

ゼ
ン
を
英
語
で
行
い
、
成
功
さ
せ
た
。

※
次
号
は
“
世
界
を
生
き
る
”

　
「
日
経
米
州
編
集
総
局
長
時
代
⑥
」
で
す

学
校
法
人 

渡
辺
学
園
理
事
長

境
第
一
企
画
社
長
と
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
へ

水
野
ミ
ズ
ノ
副
社
長
と
は
ヤ
ン
キ
ー
ス
ス
タ
ジ
ア
ム
に

菅
谷 

定
彦

日
経
米
州
編
集
総
局
長
時
代
⑤

理
事
長
コ
ラ
ム

“
世
界
を
生
き
る
”

〈19〉

米広告会社会長所有の大型ボートでロング
アイランド沖を周遊、左は境第一企画社長

1989年8月　ヤンキーススタジアムネット
裏席で　右が水野ミズノ副社長

理事長コラム
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